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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス信号を超音波に変換して被検体に送信し、該被検体で反射した超音波を受信して
電気信号に変換する、交換可能な超音波プローブと、
　複数の項目を有する超音波の送受信条件に基づき、前記超音波プローブに前記パルス信
号を送信し、前記超音波プローブから前記反射した超音波に基づく前記電気信号を受信す
る送受信手段と、
　前記電気信号を基に画像を生成する画像生成手段と、
　前記生成された画像を表示手段に表示させる表示制御手段と、
　入力された前記送受信条件を前記送受信手段に設定するとともに、前記超音波プローブ
を識別する識別情報及び最新の前記送受信条件を記憶しておき、前記超音波プローブが交
換されたとき、交換後の超音波プローブの識別情報を取得して、該識別情報が交換前の超
音波プローブの識別情報と同一種類の場合は、前記記憶している最新の送受信条件と所定
の項目が同一の送受信条件を前記送受信手段に設定する条件制御手段と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記所定の項目とは、少なくとも、超音波によって測定する深度、超音波による走査幅
、及び前記受信した超音波に基づく電気信号の増幅度を含むことを特徴とする、請求項１
に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記条件制御手段は、
　前記送受信条件のうちの超音波のパルスの繰り返し周波数の設定値と超音波の出力の大
きさの設定値とから前記被検体の発熱及び前記被検体内の分子の運動量を算出する算出手
段と、
　前記被検体の発熱及び前記被検体内の分子の運動量の目標値を予め記憶しておく記憶手
段と、
　を有し、
　前記超音波プローブが交換されたときに、交換前後の前記超音波プローブから送信され
る前記周波数が異なる場合は、前記算出手段によって交換後の前記周波数の設定値を用い
て前記目標値になるように求められた前記超音波の出力の大きさを送受信手段に設定する
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、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記条件制御手段は、
　前記超音波プローブが交換されたときに、交換前後の前記超音波プローブの種類が異な
る場合には、入力された対象部位に対応する予め記憶している前記送受信条件の初期値を
前記送受信手段に設定する、
　ことを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　複数の項目を有する超音波の送受信条件に基づき、交換可能な超音波プローブを介して
被検体に超音波を送受信して前記被検体の画像を生成する超音波画像取得方法であって、
　超音波プローブを識別する識別情報及び最新の前記送受信条件を記憶する記憶段階と、
　超音波プローブが交換されたとき、交換後の超音波プローブの識別情報を取得して、該
識別情報が交換前の前記超音波プローブの識別情報と同一種類の場合は、前記記憶してい
る最新の送受信条件と所定の項目が同一の前記送受信条件を設定する条件制御段階と、
　該設定された送受信条件に基づき、接続されている超音波プローブを介して被検体に超
音波を送受信する送受信段階と、
　該送受信により得られた電気信号を基に画像を生成する画像生成段階と、
　前記生成された画像を表示手段に表示させる表示制御段階と、
　を備えることを特徴とする超音波画像取得方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の超音波診断装置は、パルス信号を超音波
に変換して被検体に送信し、該被検体で反射した超音波を受信して電気信号に変換する、
交換可能な超音波プローブと、複数の項目を有する超音波の送受信条件に基づき、前記超
音波プローブに前記パルス信号を送信し、前記超音波プローブから前記反射した超音波に
基づく前記電気信号を受信する送受信手段と、前記電気信号を基に画像を生成する画像生
成手段と、前記生成された画像を表示手段に表示させる表示制御手段と、入力された前記
送受信条件を前記送受信手段に設定するとともに、前記超音波プローブを識別する識別情
報及び最新の前記送受信条件を記憶しておき、前記超音波プローブが交換されたとき、交
換後の超音波プローブの識別情報を取得して、該識別情報が交換前の超音波プローブの識
別情報と同一種類の場合は、前記記憶している最新の送受信条件と所定の項目が同一の送
受信条件を前記送受信手段に設定する条件制御手段と、を備えることを特徴とするもので
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項５に記載の超音波画像取得方法は、複数の項目を有する超音波の送受信条件に基
づき、交換可能な超音波プローブを介して被検体に超音波を送受信して前記被検体の画像
を生成する超音波画像取得方法であって、超音波プローブを識別する識別情報及び最新の
前記送受信条件を記憶する記憶段階と、超音波プローブが交換されたとき、交換後の超音
波プローブの識別情報を取得して、該識別情報が交換前の前記超音波プローブの識別情報
と同一種類の場合は、前記記憶している最新の送受信条件と所定の項目が同一の前記送受
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信条件を設定する条件制御段階と、該設定された送受信条件に基づき、接続されている超
音波プローブを介して被検体に超音波を送受信する送受信段階と、該送受信により得られ
た電気信号を基に画像を生成する画像生成段階と、前記生成された画像を表示手段に表示
させる表示制御段階と、を備えることを特徴とする
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項１に記載の超音波診断装置及び請求項５に記載の超音波画像取得方法によると、
同一の種類の超音波プローブに交換をした場合、交換前に使用していた超音波の送受信条
件の設定を継承することができる。これにより、超音波プローブの物理特性がほぼ変わら
ないため超音波の送受信条件の設定の変更が不要な場合に、超音波プローブに交換した場
合に、同様の設定を行う操作者の負担を軽減できる。また、それにより超音波診断装置を
使用した診断の効率を向上させることが可能となる。
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